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★力のつかない人の共通点は｢やりっ放し｣。テストは見直すことで初めて力がつく。「やりっ放し」の人は同

じ事を何度も間違える。この差が大きいのだ！「賢者は歴史に学ぶ」（ビスマルク）！今回からベネッセ（上

位層が欲しい）と駿台（受験者数を増やしたい）が手を組んだ出題になった。♠♠♠

★今年のセンター本試験筆記の平均点：１２３点

第１問 「出る単語は決まっている！」ここは満点を狙え！！
「知っているか、知らないか？」の世界→チェルシー先生のCDを音読せよ！

A 発音問題《易》 今回出題された１２語の発音問題のうち、八幡の「センター対策本」のリス

トに載っているのが９語！９／１２＝予想的中率７５％！！ 間違いなく狙われる単語がある！このうち★
印のついた頻出重要語が８語ある。「過去出題語」リストからの出題（「お色直し」）は１２語中８語（６７

％）ある（bound, country, cousin, smooth, southern, heart, pearl, search、アミカケは複数回出題）。対策
としては、頻出の発音理解と、頻出語の確認がカギ！狙われる発音の綴りは限られる！勉強しただけ点

の取れる問題だ。逆に何もしない人はいつまでもとれない！「子音」１題と「母音」が２題が通例の出

題。４種類の「頻出語リスト」をチェルシー先生・エドワード先生の CDを使ってひたすら音読せよ！重要
ここが取れない人は明らかに「準備不足」だ。全国的にほとんどが準備不足！！

問１ 《やや難》母音ouの問題。country, couple, cousinは全て「ア」、① boundだけが「アウ」の発音。
問２ 子音thの問題。smooth, southern, worthyは全て「ズ」、① path(小道）だけは「ス」。southern（1993
本／ 1996本／ 2007追と３回出題）, smooth（1994追／ 2010本）は超頻出語。
問３ 母音earの問題。earnest, pearl, searchは曖昧母音で[§:r]「ゥアー」、② heartだけはきれいな「アー」。

B アクセント問題 ここで差がつく！対策を怠るな！！過去問の再出題（お色直し）多し！
今回出題された１６個の単語中、なんと１６語すべてが八幡「対策本」のリストに載っている単語であっ

た。１６／１６＝予想的中率１００％！ そのうち１２語が★印のついた頻出重要語。「過去出題語」リストか

らの出題は１６語中１１語（６９％）ある（advice, effort, regret, domestic, hesitate, imagine, religion, introduce,
authority, biography, intelligent アミカケは複数回出題）。基本的ルールの理解と頻出語の確認がカギ！「頻
出語リスト」をチェルシー先生・エドワード先生の CDを使ってひたすら音読せよ！♠♠♠

問１ advice, regret, reportは全て第２音節が強い。② effortだけは第１音節が強い。
問２ domestic, imagine, religionは全て第２音節が強い。② hesitateだけは第１音節が強い。「イクイクルール」で
domestic が、「エイトの法則」で hesitate が分かる。religion は何と４回も過去に出題されている（1990 追／ 1991
追／ 1994追／ 2012本）！！
問３ introduce, pioneer, representは全て第３音節が強い。① advantageだけが第２音節が強い。「双子の法
則」（-ee-, -oo-はそこが強い）から pioneerは分かる。「カタカナ語」の出題。
問４ 《やや難》authority, biography, intelligentはすべてが第２音節が強い。② beneficialだけが第３音節
が強い。４音節語は当然難しくなる。｢愛の法則｣（-ity、-ial は１つ前が強い）から authority、beneficial は
分かる。

★《対策》 正解選択肢の大半が過去出題語である。ここは今追い込む事で一番伸びる分野。何もしない
人は得点できない！成績上位者もかなり落とす！「当たり前のことをバカになってちゃんとやる」（ＡＢＣ）
姿勢が重要！ smooth, heart, pearl, search, advice, pioneer, authorityは全て｢カタカナ語｣の出題。日本語読み
してはならない！最近復活傾向なので注意せよ！センター対策本（pp.22-23）のカタカナ語リスト参照。重要

第２問 総点との相関強し！Ａを磨け！過去問が最高の予想問題！《難》
知らないモノはできない！割り切ってスピーディーに！

～確実にして引き出しに入れた「量」がモノを言う！最後の最後まで知識を増やす努力を！

Ａ 文法･語法問題 第２問題Ａの出来が総合得点の「バロメーター」となっている。近年は語彙

・語法の出題への移行傾向があったが、文法問題へと回帰しつつある。演習量がモノを言う世界。①イ

ディオム ②動詞の語法 ③単語問題（類義語を含む） ④時制 ⑤代名詞 が頻出分野。『ヴィンテ

ージ』を繰り返せ！「きりはらの森」（http://kiriharanomori.jp/）で八幡の『TREND17』のアプリをダウンロードして
（無料）、１９９０～２０１６年の本試・追試をクイズ感覚で仕上げろ！！演習した数がきわめて重要。勉強の仕方

問１ 《頻出》「横になっている＝寝転んでいる」lying。lieと layの意味・活用の区別は頻出。
問２ 知覚動詞を受け身にすると to Vとなるのが常識だが、選択肢には to Vがない。これと同じ意味の②
goingを選ぶ。
問３ 《やや難》「妹は全然太り過ぎているようにはみえないけれども、今ダイエットしている」という意味

が取れるかどうか？逆接になるのは② even though（たとえ～であったとしても、～ではあるけれど）
問４ 《難》If it had not been for your good advice, I couldn't have succeeded.（もし～がなかったら）を ifを使わずに
書くと倒置が起こる。Had it not been for～となる。＝But for～＝Without～
問５ 《頻出》 That's why～（そういうわけで～）／ That's because～（それはなぜかというと）
を区別する。「何度も電話したけれどつながらなかった。そういうわけでメールしています」の意味だ

から、④ whyを選ぶ。必ず押さえておくこと。
問６ 《頻出》「その時ジョージに通りで会ったはずがない。彼は一日中会社にいたんだから」の意味が分か
るかどうか。① can't have seen。「助動詞＋完了形」（過去を表す）は頻出事項。
問７ 《難》「この頃ジャンクフードばかり食べている」熟語 nothing but～（～だけ←以外は何もない）
問８ ｢先月からこの地域は雨が降っていない」天気の It、「～からずっと」の since
問９ 《超頻出》 「私が親友だと思った男」the man who I thought was a close friendの
挿入。「そしてそのことは私には大きなショックだった」前文を受ける which。
問１０「２年前に家族とお寺を訪ねた前には何回かそこへ行ったことがあった」

２年前に訪ねたのは過去（visited）、数回訪ねたのはそれよりも前だから過去完了（had been）。

Ｂ 語句整序問題 《難》まず英文の意味を類推せよ！＋文法・語法 差がつく問題！
いいか、語整序はまぐれで合うことは絶対ないのだ！（注）６×５×４×３×２＝７２０通りも

．．．

例年は１問難しいものが入ることも知っておく。今回は問１と問３。あまり深入りして時間をロスし

ないように。「８つのセット」と「熟語」がカギを握る。苦手な人はひたすら問題数をこなして慣れよ（１００題

程度）。考え方を記す。 《重要》

【鉄則】 まずはどんな意味になるかをチェック → つなげる → 検算 これでＯＫ！重要

＜ヒントは下線の前後＞ （８つのセット＋熟語）

問１ 《難》「外国語に興味のある人だったら誰でもその仕事に適任だ」熟語 be up to～「～をするこ
とができる」（疑問文・否定文が普通だが…）interested in foreign languages is up
問２ 「今朝になって初めてそれに気がついた」 熟語 it is not until～ that...（～して初めて…する）
＜強調構文＞を知っていれば簡単。

not until this morning that I noticed
問３ 《難》｢部屋をあなたと一緒に共有できるだれかを探すのはいい考え」 look for someone（だれ
かを探す）＋ to share the room with you（あなたと部屋を共有する）という「後置修飾」。

for someone to share the room with you

Ｃ 応答文完成問題 《難》※「意味の流れ」を考えるのが一番のカギ!あり得ないものも消去
第３問Ａがなくなったためにこの問題とＢが長文化！□の前後（文脈）をしっかりと把握する。

問１ 「君を空港まで車で送ってあげるよ」(A)→(A)→(B)
問２ 《難》「逃すにはあまりにもいいチャンスだよ」の意味が分かるかどうか。too good a chanceの
語順も難しい。「too＋形容詞＋ a(n)＋名詞」は「サッチャーと早慶」の出題。(B)→(B)→(A)
問３ 《難》□の部分の意味が取れないと難しい。「若者は親の言うことに無頓着なのはよくあること

だ」熟語 be indifferent to～（～に無関心だ）(B)→(A)→(B)



第３問 理詰めで読もう！語彙力･速読力が重要 正確に文章を追
． ． ． ． ． ．

う読解力が試される！
Ａ 不要文指摘問題 「テーマ」を考えると、「仲間外れ」が見えてくる！

★目の付け所は「文脈」「つなぎ語」「指示語」の３つ
●《正解への迫り方》 第１文または第２文で「テーマ」が示される。選択肢の①～④をざっと見てみる。明らか
にテーマに外れたものがあればそれが正解。これで分かれば次へ進む。分からなければ最初から丁寧に英文
を読む。「テーマ」の仲間ハズレを見つけるのが目標。「指示語」がある場合は指す内容を押さえて！「仲間ハズ
レ」が見つかったら、それを外してみて前後がうまくつながるかどうか「検算」も忘れない。重要
問１ 「映画のエキストラ」がテーマ。彼らが場面をリアルにするためにやっていることが述べられる。
①「端にいて自然な動きで目立たない」②「会話は演技で実際にはしゃべらない」③「カメラをまっす
ぐ見ない」はいずれもそのためのルール（these simple rules）。④は「寒さ・雪・雨の際には仕事はうん
ざりする」は「エキストラが従うルール」のテーマにそぐわない。
問２ 「土を使わない植物の栽培方法」がテーマ。②だけが「両者の味の違いに気づかない」という味覚は
関係ない。①③④はいずれも「水耕法」を述べている。
問３ 「ガーデニングの趣味が長寿に貢献」がテーマ。①は「沖縄の健康的な生活習慣」で「ガーデニ
ング」と関係ない。②③④は全て長寿への好影響が書かれている。

Ｂ 意見要約問題 ※問題文の日本語の説明が大きなヒントに！

注目すべきは最初と最後 間に根拠が示される 言い換えの選択肢を探せ！
. 問題文の日本語で書かれた説明（「放課後プログラムについて相談しているボランティア学生たちのやり
とりの一部」）は、これから読む文章の大きなヒントになるので必ず読むこと！そして発言の最初と最後をチェッ
クするのだ。＜主題文→支持文→まとめの文＞という段落内構成を確認せよ！重要
３０ And I want to offer more types of classes. For example, what if we taught children to make movies, draw
comics, or take photographs?（こんな教室をやったらよい。例えば…）…の部分を総括すればよい。④「も
っと多くの芸術形式の教室をするべきだ」が正解。

３１ 《難》John: Don't we have a class on making movies on Saturday afternoon? And I saw some kids with
cameras here last month.→ Eddie: The kids don't learn how to make movies. But they watch movies about our
city or young people in other parts of the world. The kids with cameras were from my Saturday painting class.

Wen: Didn't we teach a class on making movies a few years ago? I remember seeing a really great movie
made by kids in our neighborhood. → Eddie: No,Wen. But we showed a movie by students from a local high
school in our festival. Wenも Johnも「映画制作授業」について誤解をしていることが指摘されている。
②が正解。★この問題のように、複数の人物の発言の共通点・相違点を聞くのが最近の傾向。重要

３２ If we want to do a photography class, I have a friend who enjoys taking pictures./ We would easily add
photographs to our art exhibition./ That sounds good. Then students can show what they learned in our program.
全員が一致しているのは②「写真の教室を提供する」。★複数の人物の発言の共通点を問う

第４問 「情報検索能力」を試す読解問題
ビジュアル問題頻出表現は確認したか？これを知らないと英文が読めない

Ａ 英文情報とグラフ情報の対照 「間接資料」問題 この問題苦手な人多し！原因は「語彙」にアリ！
問１ This idea of leapfrogging became popular when African people adopted cellphones rather than networks of
telephone lines./ In 2001, Nigeria had only 100,000 telephone lines. Today, it has 162 million cellphone users.（電話
線は１０万本しかないのに、１億６２００万人の携帯電話利用者が）。それを述べたのが、①「広大なネッ
トワークの電話回線網に投資するのを避けて」
問２ 《難》 Ghana roughly tripled the percentage of people with electricity from 1990 to 2016. However, it is
still 8 percentage points below the word average in 2016.からガーナが(A)と決まる。it is just 17 percentage
points above the average for Sub-Saharan Africa in 2016, with only 59% of Nigerians having electricityより５
９－１７＝４２（D）がサハラ以南諸国。これが難しい。only Kenya is above the average for Sub-Saharan
Africaよりケニアが（B)と決まる。less than a third of people in Tanzania and Uganda have electricity today
よりタンザニアが(C)と決まる。したがって②が正解。 ★このようにグラフ項目決定のヒントが出てくる
のは「中盤以降」だ！それを予測しながら読む。 重要

問３ Although the lack of electricity is a bid challenge, some people view it as an opportunity for Africa to adopt
clean energy faster than developed countries電気が不足していたので、かえってクリーンエネルギーを採用する
はずみとなった。それを述べたのが④。
問４ This is helped by falling prices for solar panels, batteries, and lights. （ソーラーパネル・電池・電
灯の価格が下がっていることに助けられている） ②「太陽光発電設備のコストが下がったこと」
Ｂ先読みして見出し、記号を上手に活用して必要な情報検索を！全部を読むのではない！ ｢直接資料｣問題
問１ 《易》You'll get original plates for each person when ordering a month or more in advance.明らかに③が正解。
問２ 最後の Options脚注部分に A visit by a professional chef to cook for your group ②が正解。
問３ 条件は３０人、午後２時～、デザートのみ。表より Rome と分かる。C の＄１５０×２＝＄３０
０ ※に１１時～１６時は１０％引きとあるから、３００－３０＝＄２７０が正解。注記に注意！
問４ １４人、パスタ付きディナー、予算＄３００以下。パスタ付きは Venice, Napoli, Veronaの３つ。
Veronaは＄７００だから条件に合わない。④ Veniceと Napoliが該当。

第５問 物語文読解 ★設問を先に読むのは常識→設問の該当箇所を特定
～正解は本文の言い換え→「言い換え」を探す＝ ｢同一内容異表現の法則｣ 重要

【鉄則】 設問のキーワード ⇒ 本文中に探す（同一or言い換え） ⇒ その近辺に答のヒント

■普通の長文問題と同じ。本文中から根拠を探して、その「言い換え」を選ぶべし！下線部分がヒントに。

問１ I would answer "Because I'm strong-minded"/ There is no way that I would have agreed to go to the UK
myself/ They were things I didn't believe. I thought the complete opposite. 自己流で頑固な性格→①が正解。
問２ my hosts were different from what I had expected. They almost silently shook my hand/ I wondered if
they were actually excited to meet me or if they were just shy ③「思っていたより静か」
問３ Their house was incredible. The front garden was twice as big as my entire house back home. And the
house was an old cottage, just like the one I'd seen in travel brochures. It was so large I could probably fit 10
friends in there without any trouble 家がとてつもなく広かったのだ。④が正解。
問４ I didn't know anything about photography→ apprehensive→ handling one of his prized items→ I just didn't
want to break them 高価なカメラを扱うことに不安を感じていたのだ。④「心配して」が正解。
問５ 《難》From that day I decided that my view of where I was should be like what I experienced with the camera by
having a better attitude and focusing on the good around me. The next two months on my homestay have made me a better
person カメラで、それまでの自信過剰気味な生き方が素直に前向きに物事を見れるようになった。②が正解。

評論文問題 「原文典拠の法則」 ★読みながら､解きながら
第６問 本文の該当箇所を見つけるために語彙力が必要！

ここに 20分は残せ！「見た目は違えど中身は同じ！」
第６問題は「原文典拠の法則」にしたがって、本文中に「…だから○」「…だから×」と確証を求め必ずその痕

跡を残すこと！何となくヤマカンで解答するから間違える。絶対に何となく選んではならない！次に示す各段落の
．．．．

下線部分が解答の根拠となる。その言い換えが正解選択肢となることに注意。｢同一内容異表現」のものが正解となる。

指定された段落内を全体検索し、「読みながら解きながら」が鉄則。「見た目は違えど中身は同じ」が原則。

問１ many cities in developed countries are known for their high housing prices and rents→duplicated→ In these cities, housing
costs can be two or there times higher than residents' salaries and wages 同じ問題が繰り返されている(repeated)
問２ there is an oversupply of high-cost, luxury housing in many cities （贅沢な住宅が過剰供給）①が正解。
問３ home builders are designing houses that can be built in a few weeks (数週間でできる住宅）③が正解。
問４《難》young people and senior citizens both worry about high housing costs and social isolation. Therefore such
matching programs have many benefits, since they help with both of these serious problems. ①が正解。
問５ 第６段落冒頭文 Housing problems look different in the cities of developing countries.がまとめになっ
ている。先進国・途上国の住宅建設の問題点がテーマ。③が正解。
問６ 各段落の第一文が大きなヒントになる。「一つの段落で言いたいことは一つだけ」の鉄則

●各段落の要旨は次の通り。ほぼ第一文で明らか。重要 ヒントは「一行メモ」と問１～問４の正解選択肢

(1) 序論 à詳しい場合は必ず読むこと 今回は飛ばしてＯＫ

(2) いろいろな建物を家に変えること ←changing how land is used
(3) 住宅建築のコスト削減 ← finding simple and cheap ways to build homes
(4) 建物の利用の仕方の変更 ← make better use of existing houses
(5) ある都市の多くの家を建築してきた一つの方法 ← many other cities in developed countries look at Tokyo's model
(6) 結論


